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伊豆半島西部の稜線付近における
ササ草原の分布とその変遷

磯谷達宏')、石本研2）

1）本学地理学専攻講師２）株式会社ユニテイ（1999年９月卒業生）

etHOkamura）の群落が分布し、また半島

中部の山地一帯ではアマギザサ(イブキザサ、

砲“ZzJ6ojmzaMakino）の群落が成立して

いることが知られている（静岡県編、１９８０；

環境庁、１９８２；金聖徳、1985)。これらは、

人為によって広がったと推定されるものの、

半島の主稜線付近という特殊な環境条件下に

成立した半自然草原（伊藤、1977）である。

半自然草原は、生物多様性の保護や歴史的景

観の保全といった観点から、今日、ますます

注目されつつある（大窪・土田、１９９８；高

橋・中越、1999)。

またいつぽう、伊豆半島に近い伊豆諸島の

中でもっともよく自然植生が発達している御

蔵島では、山頂付近の風衝地の自然植生とし

て、アマギザサに近縁なミヤマクマザサ（＆

bayぞzZaeMakino）が優占する草原（シマキ

ンレイカーキリシマノガリヤス群集）が生育

している（大場、1971)。また、伊豆半島に

近接した箱根の山頂付近の風衝斜面でも、ア

マギザサに近縁なミヤマクマザサやトクガワ

ザサ（SmkzZgZIwanaMakino）を主体とす

る自然草原（フジアカショウマーシモツケソ

ウ群集）が生育していることが知られている

(宮脇ほか、1969)。さらに、丹沢山地の標高

1400ｍ以上の稜線部から南斜面にかけて生

育する自然性の風衝草原（フジアカショウ

１．はじめに

日本は世界の中でもササ類がもっともよく

発達している地域の一つである（沼田、

1987)．ササが優占する植生は、日本の地域

植生やその動態においてしばしば重要な位置

を占めていることが知られている

(Nakashizuka、１９８８；宮脇・奥田、1990,；

高岡、1993)。ササ草原が自然植生として成

立するのは、日本のように森林が優勢な地域

においては、強風地や河辺・海岸といった極

端な環境条件の土地に限られている。いつぽ

うで、ササ草原は、人為をはじめとする撹乱

要因が加わった後に成立する二次草原とし

て、しばしば広い範囲にわたって優占し、か

つ持続群落として長期間にわたって優占状態

を持続する（高岡、1993；井田・中越、1994；

鎌田､1994;鎌田・曽宮､1994;後藤､1995)。

このような二次草原としてのササ草原は、そ

の構成種や出現パターンに地域的な異同が認

められることから（奥田、1990)、植生地理

学的な研究対象として注目に値する。

伊豆半島は、山地の主稜線付近において二

次的に成立したササ草原が顕著に発達してい

る地域の一つである。半島の基部から箱根に

かけての地域ではハコネダケ（PﾘﾉDjb6ZasZzzs

GZlmofbrmavz2ginatZJs（Hack.）Muroi
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マーシモツケソウ群集）においても、ミヤマ

クマザサが優占している(大野・尾関､1997)。

これらのことから、伊豆半島の山地一帯の主

稜線付近でみられるササ草原は、自然植生に

かなり近い植生であることが予想される。

以上のような点から伊豆半島の主稜線付近

に生育しているササ草原は植生地理学的に注

目される対象であるが、その実態についての

地理学的・生態学的な研究はほとんど行われ

ていない。他の地域における類似した研究と

しては、鎌田（1994）が行った徳島県剣山系

のミヤマクマザサ草原の成立と維持過程に関

する研究がある。この研究は、風衝地に生育

しているミヤマクマザサ草原の成立と維持に

ついて、自然および人為の両要因との関係か

ら検討した先駆的な研究である。また、矢ヶ

崎ほか（1997）は、丹沢山地のスズタケ草原

とミヤマクマザサ草原について、とくにそれ

らの退行現象に着目した詳細な研究を行って

いる｡しかしながらこれらの研究においても、

ササ草原の空間的な分布とその変遷について

は示されていない。このようなササ草原の成

立・消長・持続についての時空間的なパター

ンを明らかにすることは、類似したササ草原

の遷移上の位置や今後の変化、さらには今後

の植生管理を考えていく上で重要である。

伊豆半島の山地部の中でも、半島西部の主

稜線付近では、ササ草原がもっともよく発達

している。そこで本研究では、この地域のサ

サ草原について、明治期以降の４つの時期に

おける分布を調べてその変遷を明らかにする

ことにより､当地域のササ草原の成立・消長・

持続に関する時空間的なパターンを見いだす

ことを目的とした。

本研究を行うにあたっては、天城営林署よ

り一部の資料を提供していただいた。ここに

記して御礼申しあげる。

２．調査地域の概要

１）対象地域

調査の対象としたのは､伊豆半島(静岡県）

の西部に位置する二つの地区（達磨山地区・

仁科峠地区：図１～３）に成立するササ草原

である（写真１、写真２)。これらの地区は、

西伊豆の主稜線、すなわち狩野川流域と駿河

湾に注ぐ流域との分水界を中心とした位置に

ある。達磨山地区は、東西に約２ｋｍ､南北に

約５ｋｍの広がりをもち、標高は約４００ｍか

ら９８０ｍまでの範囲にある。いつぽう仁科峠

地区は、東西に約２ｋｍ、南北に約３ｋｍの広

がりをもち、標高は約６００ｍから９３０ｍまで

の範囲にある。

これらの２地区を対象としたのは、西伊豆

の主稜線付近の中でも、両地区においてもっ

ともまとまった形でササ草原が分布している

(環境庁、1982）ためである。

２）地形・地質・土壌

達磨山地区の大半は、第四紀に噴火した達

磨火山の溶岩流（安山岩質）によって形成さ

れている（経済企画庁、１９７１；日本の地質

『中部地方Ｉ」編集委員会編、1988)。主稜線

とその東側の一帯では解析があまり進んでお

らずロームの堆積もあるので、おもに緩斜面

が分布している。ササ草原の多くはこのよう

な緩斜面上を中心に生育している。

仁科峠地区は、おもに、新第三系鮮新統に

属する猫越火山の安山岩類によって形成され

ている（経済企画庁、1971；日本の地質『中
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写真１達磨Ⅲの南東向き斜面
（1996年１１月撮影）

写真２仁科畦付近の稜線（1998年撮影）

部地方Ｉ』編集委員芸編、1988)。この地区 庁、1982)。

垂において、

まだ、風については、とくに冬

韮稜線付近から東側の一帯では緩斜面が 遠｝1N灘を東進じてぎだ西からの沼、

匠丑草原はこのまうな緩斜面卓越じており、 委節風が強い点が顕著である（吉蟹、1972)。

を屯心に成立している。

正壌は、 両地区と芯おむに乾性褐色森稚王 Ｍ１）植生

調査地域付近の現存植生は、ササ草原のほ壌が丑布壷るどさｉｆ［ている (経済盃画庁、

カハスギ・

立し工いる

上Ｚ圭植材と広葉二次称が広く戒1971)。

(環境圧、１９８２；宮脇、1985)。

３）気候

最寄りの気象観測所（宇久須、標高’５ｍ）

の三一皇（気象症、1982）をもとに、気温減

また調査地域荷近の潜在自然植笙とじては、

標高約８００ｍ以工の領域においてアゼビー

リョウプ群落（ブ王立ブス）が、標高約８００

ｍ以工の領域ではシキミーモミ群集 (玉ブツ率0.7[℃/100ｍ］を用いて丑丑草原の多い標

バキクラス）が、それぞれ認められている

(宮脇ほか、1987)。

高９００ｍ地点の気温を推定じた。 岳の結果、

年平均気温は10.1[℃]、最寒月（１月）の平

|均気温は0.7[℃]、暖かさの指数（ＷＩ）は

71.9[℃･monthlそして寒さの指数（CI）は

臣回の調査対象とした達磨、地区どなお、

仁科畦地区どの間には、達磨、と同じく安、

岩質の第四紀火mである棚場Ⅲ(標高753ｍ）l12EC･month]どなった。 これらエリ、調

この付近の現存植至は､おむにスギ.萱地域の標高９００ｍ付近の気温条荏は、暖か がある。

ヒノキ植林、広葉二次林、ススキ草原などに

よって占められており（環境庁、1982)、－

ざの指数に王るどプ壬称が成立Ｕ得る範囲に

含ま五るが、 寒さの指数からは照葉樹称帯の

帯の潜在自然植圭はシギミーモミ群集とされ正限付近に相当じているものど推定ざjrTる。

にいる（宮脇ほか、1987)。また棚場、付近調査地域付近の気象観測所におげる垂降水

量の三一夏は、海岸の享亙須で2137ｍｍ、内 旺丑型の秣床植笙は別とじて、 天規模だほ、

な辻辻草原はみらifTない【環境圧、1982)。陸側の湯仕島で3214ｍｍとなっていた(気象

－ユー



サの被度が７５％以上を占める部分を｢ササ草

原」とした。また同様に、ササの被度が５０

～７５％を占める部分は「準ササ草原」として

区分した。そのほか、同様な方法によって、

ササ草原の消長と関連性が高い「伐採跡地」

と「牧場」を区分した。図化を行うにあたっ

ても上記の認識方法を標準としたが、１ｈａ

よりもやや小さい単位でも、上記のカテゴ

リーに明瞭に区分できる場合は地図上に表示

した。

ｂ）現地調査

現地調査は1998年の７月から１１月にかけ

て行った。現地では伊豆山稜線歩道を中心に

調査地域内を広く踏査し、上記の方法によっ

て１万分の１の地形図上にササ草原等の分布

範囲を記入していった。１万分の１の地形図

は、天城湯ヶ島町、賀茂村、修善寺町、土肥

町、戸田村の各町村発行の地形図を集成して

作成した。

同時に､出現したササ類の種類を識別した。

現地ではアマギザサ（ぬsam6ojazza

Makino）とミヤマクマザサ（ShayaZae

Makino）が圧倒的に優占していたが、合計

４０本の稗を採集して室内に持ち帰り形態を

調べた。

ｃ）空中写真の判読

１９９４年に国土地理院から発行された１万

分の１のカラー空中写真（CCB-94-3X）を用

いて、現地調査の結果と照合しながら、上記

の方法によって１万分の１の地形図上にササ

草原等の分布域を示した。

５）土地利用

達磨山地区では、山腹部を中心にスギ．ヒ

ノキ植林ががみられるほか、主稜線に平行し

て南北方向に自動車道路（西伊豆スカイライ

ン）が走っている。また同じく主稜線に沿っ

て、伊豆山稜線歩道というハイキングコース

が設定されている。これらのほかには、現在

では顕著な土地利用はみられない。

仁科峠地区では、達磨山地区と同様に、山

腹部ではスギ・ヒノキ植林が営まれている。

また、地区の中心付近を自動車道路（主要地

方道伊東・西伊豆線）やハイキングコースが

走っている｡そのほかにこの地区では、天城

育成牧場という牧場が営まれている。この牧

場は昭和４０年頃に開かれ、現在に至るまで

火入れや伐採を行って、牧草地にササが侵入

するのを防いできたとのことである（牧場で

の聞き取りによる)。

3．方法

ササ草原の分布調査は、現地調査を行った

1998年のほか、入手可能な資料の関係から、

1976年、１９６７年および１８８７年の計４つの

時間断面において行った。以下では各時間断

面ごとに、用いた資料とササ草原分布の把握

方法について述べる。

１）1998年におけるササ草原の分布図の作成

１９９８年におけるササ草原の分布調査は､現

地調査および１９９４年に撮影されたカラー空

中写真の判読によって行った。

ａ）ササ草原の分布の把握方法

ササ草原の分布を把握するにあたっては、

原則として１ｈａの正方形枠を基準として､サ

２）１９７６年と１９６７年における分布図の作成

上記と同様な方法によって、空中写真を用

いて1976年と1967年におけるササ草原等の

－５－
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Ⅱ976年の達磨１１１地区におげるザサ草原等の
分布
１：ササ草原、２：準廿辻草原

図41998年の達磨Ⅲ地区におけるササ草原等の
分布

１：仕仕草原、２：準辻仕草原、３：伐採跡地
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図６１９６７年の達磨山地区におげるササ草原等の
分布
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Ⅱ998年の仁科峠地区におげるザサ草原等の

分布
１：ササ草原、２：準ササ草原、
３：伐採跡地、４：牧場

図９１９７６年の仁科峠地区におげるザサ草原等の

分布
１：ササ草原、２：準ササ草原、３：伐採跡地

図'８

分布図を作成じた。用いたのはいずれも国王

地理院発行の１万分の１の空中写真で、１９７６

年のものはカラー写真（CCB-76-22)、１９６７

崖のものは白黒呉真（MCB-67-1X）である。

陸地測量部によって明治２０垂局が、

珪）１

(１８８７

（｢達年）に測量された２万分の１の地形図（｢達

磨山｣、「持越｣、「猫越峠」；陸地測量部発行、

1889年）を用いて、ササ草原に相当する植生

Ｉの分布を把握した。

この図（明治１８年式図式）に用いられて｜

いる植生記号は、仮製地形図の図式と同様か

３）1887年における分布図の作成

今回の調査では､１９６７年より前のササ草原

の分布については、よい資料を入手すること

ができなかった。しかしながら、より古い時

かなり近い週のであるが定かではないとされ

「ている（小椋、1996)。本研究では、仮製地

形図における「篠原」の記号と同様な記号を’Iffiにおける丑丑草原の丑布についても、

一
の
こ

そ
岳

菅む一帯を辻辻草原もしくはザザ草原を含西概要を把握じておくことが重要である。そこ

rで、時代をかなり大きくさかのぼることにな 植笙に相当まる芯のと解釈Ｕ、 岳の益布を示

－８－
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1887犀の仁科峰地区におけるI篠原｣の芳布図'１１

1967年の仁科峠地区におけるササ草原等の
分布
ｌ：ササ草原，２：準ササ草原，
３：伐採跡地。４：牧場

型'1０

Ｕだ。

なお調査地域内には、植生に関するその他

の記号として、仮製地形図における「榛葬

(しんぼう）ヨ有スル荒地｣、「尋常荒地」お’

#）偏形樹等の観察

現地調査においては偏形樹について、 吉野

(1989） の方法にＵだがって偏形の方向と型

およびグレードを記録した。よび ｢草地」とみら流る記号が出現じている。 。まだ、ササの稗

厘越風向を推定しが傾ぐ方向に毛着目じて、こiflEの凡例の意味についてはJ､椋 (1996）

が詳細な検討を行っているのでその結果芝参 た。

これらの植笙は何らかの撹乱の老匠証るど、

結果塗じだ遷稜の初期相であると判断され、

廿辻類も含んでいる可能)性がある。 Ｅかじな

こ五については明らかではないので、がら、これに

含回は｢篠原」 の丑布のみを示証ことどじだ。
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４．結果 向に帯状に分布していたほか、主稜線から東

西方向に走る尾根・谷では尾根を中心に分布

していた。

ただし、とくに１９７６年当時の達磨山地区

においては、１９６７年当時や１９９８年よりも、

分布の辺縁部におけるササ草原もしくは準サ

サ草原の占める面積がやや広くなっていた

(図５)。この点がとくに顕著なのは達磨山西

部の一帯の急斜面部で、ここでは１９９８年に

は落葉広葉二次林となっている領域の多く

が、１９７６年当時はササ草原や準ササ草原と

なっていた。

１）1998年におけるササ草原の分布

今回の現地調査の結果確認されたササは、

ミヤマクマザサとアマギザサの２種のみで

あった。今回の調査では両者の分布に特定の

傾向を認めることはできなかったが、全体と

してはミヤマクマザサの方が多く生育してい

た。

１９９８年の達磨山地区におけるササ草原等

の分布を図４に、仁科峠地区における分布を

図８に示す。いずれの地区においても、ササ

草原は大局的には主稜線付近の緩斜面を中心

として主稜線に沿った南北方向の帯状分布を

示した.ササ草原の分布域は､おもに標高８００

ｍ以上の緩斜面に限定されていた。とくに主

稜線の西側においては、斜面が急になったあ

たりで分布が切れるのが一般的であった。主

稜線の東側では広い緩斜面が分布している場

合が多いので、ササ草原の分布域が主稜線の

西側よりも東側に偏っている場合が多くみら

れた。また、主稜線から東西方向に走る尾根

筋と谷筋とで比較しても、ササ草原は明らか

に尾根筋を中心に分布していた。

３）１８８７年におけるササ草原の分布

１８８７年の達磨山地区における「篠原」の分

布を図７に､仁科峠地区における分布を図１１

に示す。ササ草原を示すと考えられる｢篠原」

の分布がまとまって示されているのは、達磨

山付近の一帯と仁科峠付近の一帯の２カ所の

みであった。これらの分布域は､１９９８年にお

けるササ草原の分布域と詳細にわたって一致

しているわけではないが、大局的な分布特性

は同様である。すなわち、「篠原」は、標高

約８００ｍ以上の主稜線沿いの緩斜面を中心

に､南北方向に帯状に分布していた。とくに、

達磨山付近の西側の急斜面において「篠原」

の分布が途切れる線は､１９９８年におけるササ

草原の分布限界線とよく一致している。

２)1976年と1967年におけるササ草原の分布

１９７６年の達磨山地区におけるササ草原等

の分布を図５に、仁科峠地区における分布を

図９に示す。また､１９６７年の達磨山地区にお

けるササ草原等の分布を図６に、仁科峠地区

における分布を図10に示す｡両地区とも1967

年および1976年当時におけるササ草原の分

布は､１９９８年における分布と大局的には同様

である。すなわち、ササ草原は、標高約８００

ｍ以上の主稜線沿いの緩斜面を中心に南北方

４）１９６７年から１９９８年にかけての変遷

空中写真判読や現地調査によって調べた

1967年、１９７６年および1998年におけるサ

サ草原の分布の変遷をみると、達磨山地区、

仁科峠地区の両者ともササ草原の分布の概要

は変化していないが、細部においては分布域
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図１２達磨Ⅲ地区におけるササ草原の時空間分布

１：1967年・1976年．1998年のいずれに
おいてもササ草原か準ササ草原が成立
していた領域

２：1967年.1976年.1998年のいずれか

においてササ草原か準ササ草原が成立
していた領域

３：1967年・’976年。1998年のいずれに
おいてもササ草原も準ササ草原も成立
していなかった領域

図１３達磨山地区におけるササ草原の消長
ｌ：1967年から１９９８の間にササ草原か準
ササ草原が新たに成立した領域

２：1967年から1998の間にササ草原か準
ササ草原が消滅した領域
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の消長が認められることがわかる。

図12に､達磨山地区において1967年.1976

年.1998年のいずれにおいてもササ草原か準

ササ草原が成立していた領域と、これら３つ

の時期のいずれかにおいてササ草原か準ササ

草原が成立していた領域とを示した。この図

からササ草原は、１９６７年・1976年.1998年

のいずれにおいても標高約800ｍ以上の主稜

線沿いの緩斜面を中心に南北方向に帯状に分

布していたことや、主稜線から東西方向に走

る尾根と谷においては尾根筋を中心に分布し

ていたことがわかる。

いつぽうで、ササ草原の分布の辺縁部にお

いては、時間とともにササ草原や準ササ草原

の面積が拡大した部分（伐採跡地など）と、

縮小・消失した部分とが認められた。このよ

うな変化がとくに顕著なのは､１９６７年当時は

伐採跡地だった領域のその後の変化である。

1967年当時に伐採跡地がまとまって分布し

ていたのは、達磨山の西部の一帯の急斜面と

南部の一帯の緩斜面である(図６)。このうち、

達磨山西部の一帯の急斜面では､１９７６年当時

にササ草原の分布域がやや拡大したものの、

現在はササ草原は分布していない（落葉広葉

二次林となっている)。いつぽう同じ１９６７年

当時の伐採跡地でも、達磨山北部の一帯の緩

斜面の多くは１９９８年には再びササ草原と

なっていた（図４)。

図１３には､達磨山地区において１９６７年の

図と１９９８年の図とを比較して、ササ草原か

準ササ草原が拡大した領域と消失した領域と

を示した。これによると、１９６７年から１９９８

年にかけて、全体としてはササ草原や準ササ

草原が拡大した領域よりも消失した領域の方

が大きかったことがわかる。

５）偏形樹等の状態

調査地域で確認することができた偏形樹

は、すべて尾根筋でササ草原に隣接する地点

でみられた。偏形樹の大半は単木として生育

する低木であった。偏形の状態は、すべて樹

幹が傾くⅢ型（吉野、1989）で、東向きに偏

形しており、偏形のグレードは２もしくは３

であった（写真３)。吉野（1989）によると、

グレード２～３の推定平均風速は、毎秒４～

６ｍとされている。また、標高の高い尾根筋

においては、ササの稗はすべて東方向に傾い

ていた（写真４)。

5．考察

１）ササ草原の消長と持続に関する時空間パ

ターン

図１２で示したように、この地域のササ草

原は、標高約８００ｍ以上の主稜線沿いの緩斜

面や主稜線から東西方向に走る尾根筋におい

ては、１９６７年．1976年.1998年のいずれに

おいても分布していた。このような領域は、

この地域のミヤマクマザサーアマギザサ草原

の分布の中心域とみることができる。同様な

立地では１８８７年当時にも「篠原」が生育し

ていたことから（図７)、少なくとも最近１００

年間はササ草原が存在し続けてきた可能性が

高い。いつぽうで、この領域を取り囲むよう

にして、１９６７年から１９９８年までの３１年間

にササ草原が出現したり消えたりしてきた領

域が広がっていた。このような領域は、おも

に主稜線や尾根筋からややはずれた地域（お

そらく風速がやや低い範囲）にみられること

から、ササ草原の分布の中心域において常に

生育していたミヤマクマザサやアマギザサ

－１２－



lllllllllll1llII11蕊1IPlHIiiEi
写真４西から東に同げて倒れだサザの程

（1998年撮影）
写真３西風を指標面る偏形樹（1998津撮影）

がとくに強い（巫均風速毎秒４～６ｍ程度）伐採や正入れなどの撹乱にまって明るぐが、

ということを推定式ることができた。なつだ立地に侵入じては樹稚へと遷移壷るこ

とを繰ロ返萱ことに王って成立Ｕだのである こ洞に関連じて鎌田（1994）は、剣Ⅲ系の

ミ戈マノュマ笠仕群落が、稜線部の風衝の強い目。こjfTに対じて、丑丑草原の益布の亜｣口域

匹為などの撹乱を受げて萢丑団 立地を亜｣底に成立じていること、 ザ丑草原のにおいては、

草原が式ぐに回復し、また放置され続けても 成立壷丑布域の拡犬には採草地などとじて利

３０垂程度の垂月では樹秣にまでは遷移しな 用孟るだ団に行わ）f『だKXifTが犬ぎな要因ど

け牙草原の状態が維持ざ洞だの □て働い工いだことなどを述べ工いる。 丞調がつだだ画、

rであろうと推定される。

このように、少なくとも３１年間にわたる

吐辻草原の陸空間分布には、明瞭な由心域一

査地域において壱、亜なくと老明治屯期には

野焼きが行泊れていたとされており (小椋、

丞調査地域におげる結果石鎌田1996)、

(1994）周辺域のパ亙一ンが認あら】fTだ。 この亜‘匝域 (1994）の結果と調和的である。いつぽうで

本研究においては、１９６７年から１９９８年1こか}ま、次に示す２点から、人為ではなく風衝を

宝とじだ自然要因に王って規定されているど ラサ草原は伐採跡地を亜J□と証る－部げて、

判断される。（ｉ）伐採などの人為惟用は、主 の地域では拡犬Ｃだものの、至睡どじては樹

稜線砲尾根筋などに限定されていたわけでは 秣と接じだ辺縁部を車,□に面積が減巫Ｃたこ

なかった（図型～６，図８～１０)。（ii）迂刊 とが示さ洞だ（図１３)。このことは、天入ｉｎ

以外の要因（森林伐採など）もこの地域にお草原の丑布の亜｣匝域がみら五る高標高地の王

稜線沿いや尾根筋は、風当たりがとくに強い

という共通性をもっている。この点について１

けるササ草原の分布拡大に関与する重要な要

因であることと、 KXirIがほどんど行沮近渥

ば、 登回の調査で風速に関する具Ｊｈｋ的江三一 gなった近笙においては、 廿丑草原は至捧と

臣が得られだ泊げではないが、 偏形樹の存在 じては辺縁部か５縮小証る傾向にあることを

Pやササの稗の風倒涯どから、高標高地の王稜

線沿い全尾根筋では、西からの卓越風の風速

示じている。

｢縮小」とは、

なお、 ここで示じだサ丑草原の

群落の最工層では優古Ｕなぐ

一m３－



なったことを示しており、比較的明るい樹林

内では「縮小」後も林床植生として優占状態

を保っている場合もありえる。

以上より、図１２でササ草原が持続してい

た領域の潜在自然植生は、アセビーリョウブ

群落（宮脇ほか、1987）とミヤマクマザサー

アマギザサ群落からなる群落複合と考えるの

が妥当であろう。今回の研究では立地に関す

る詳細な調査を行っていないが、今後、群落

とその立地に関する詳細な研究を行うことに

よって、この領域内におけるアセビーリョウ

ブ群落、ミヤマクマザサ群落およびアマギザ

サ群落のより詳細な潜在領域が認められるか

もしれない。

なお、今回認められたササ草原の分布の中

心域は、いずれも達磨山や猫越火山という第

四紀や新第三紀の火山上に成立していた。こ

のことは、風衝地すなわち西風の強い稜線を

形成する比較的高い山がいずれも新しい火山

であるという事`情によるのかもしれない。

いつぽう、比較的新しい安山岩質の火山とい

う土地的な条件も、ミヤマクマザサーアマギ

ザサ草原の分布に関与しているのかもしれな

い。このような点についても、今後、群落調

査や立地環境調査を行うことによって明らか

にしていく必要があろう。

２）ササ草原の分布域と潜在自然植生との

関係

以上で述べたササ草原の分布の中心域は、

ただちにミヤマクマザサーアマギザサ草原の

潜在自然植生域を示しているといえるだろう

か？図１２および観察から、主稜線沿いの

一帯においても、３１年間を通じて森林植生

(低木林)が維持されてきた場所が明瞭に認め

られることから、少なくとも図１２でササ草

原が持続していた範囲の中に、森林植生を潜

在自然植生とする領域が存在することは確か

である。この領域が、宮脇ほか（1987）によ

るアセビーリョウブ群落の潜在域に相当する

のであろう。

それならば、図１２でササ草原が持続して

いた範囲のすべてが、アセビーリョウブ群落

(宮脇ほか、1987）の潜在自然植生域に相当

するのであろうか？この点に関連して、こ

の地域の自然植生を推定するうえでもっとも

よい参考となるのが、伊豆諸島の御蔵島（調

査地域と同じく安山岩質の第四紀火山）の植

生である。御蔵島においては、山頂（御山丁

標高８５１ｍ）周辺の風衝地において、照葉樹

や草本などと混交しつつ、ミヤマクマザサの

優占する自然植生がモザイク状に広がってい

る（大場、1971)。このことから、駿河湾を

越えてきた西風が卓越する伊豆半島西部の主

稜線付近においても、御蔵島と同様に、ミヤ

マクマザサやアマギザサの草原が潜在自然植

生の一部を構成するのではないかと推定する

ことできる。

３）ササ草原の成立過程とその自然度の評価

上記２）の考察が大筋において正しいとす

ると、現在成立しているミヤマクマザサーア

マギザサ草原は、元来は一部の立地で自然植

生として維持されてきたものが、たび重なる

火入れや伐採などの人為作用の結果、自然植

生域の周辺部に広がっていったものであると

推定することができる。

このように考えると、現在成立しているミ

ヤマクマザサーアマギザサ草原は、その大半

が二次草原であるとはいうものの、その－部

－１４－



これは、ササ草原の分布を長期的な動態との

関係から考える上できわめて重要な点なの

で、群落や立地の調査に加えて、今後に検討

すべき重要な課題である。

には自然草原を含んでいることになる｡また、

面積的には大半を占めている二次草原につい

ても、自然草原が連続的に分布域を拡大した

結果生じたものということになる。したがっ

て、自然度という観点からみると、今回認め

られたササ草原は、その大半が二次草原では

あるものの、自然草原にかなり近い植生とし

て評価すべきであろう。この点からも､今後、

群落の実態や立地についての詳細な研究を

行っていく必要がある。
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６．まとめ

以上でのべてきたように、ミヤマクマザサ

とアマギザサからなる本調査地域のササ草原

は、１８８７年.１９６７年．１９７６年．１９９８年の

いずれの時期においても、標高約８００ｍ以上

の主稜線沿いの緩斜面や主稜線から東西方向

に走る尾根筋を中心に分布していた。とくに

1967年から１９９８年にかけての３１年間の変

遷をみると、ササ草原の分布には、ずっとサ

サ草原であり続けた分布の中心域と、ササ草

原が出現したり消滅したりしてきた分布の辺

縁域とが認められることが明らかになった。

ササ草原は、強い風衝によって規定される分

布の中心域においては自然植生の一部を構成

するものと推定される。周辺域には、火入れ

や伐採などの度重なる人為作用の結果、自然

草原に隣接した二次草原として拡大していっ

たのであろう。人為作用が弱まった近年にお

いては、ササ草原は全体としては分布の辺縁

部から縮小していく傾向にある。

なお、今回の調査では、ミヤマクマザサや

アマギザサの一斉開花・結実・枯死・発芽に

関する情報を入手することができなかった。
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